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第１４回 平取ダム地域文化保全対策検討会 議事要旨 

 

日   時：平成２５年７月１７日（水）14：00～16：10 

場   所：ふれあいセンターびらとり １階 多目的集会室 

出 席 者：萱野 志朗 北海道アイヌ協会平取支部副支部長 

 川上  満 平取町長 

 川奈野栄子 北海道アイヌ協会平取支部副支部長 

 木幡サチ子 北海道アイヌ協会平取支部／平取アイヌ文化保存会理事 

 木村 英彦 北海道アイヌ協会平取支部長 

 鈴木 修二 平取町議会議長 

 櫻井 幹也 平取町議会総務文教常任委員会委員長 

 常本 照樹 北海道大学アイヌ・先住民研究センター長 

 鍋澤  保 北海道アイヌ協会平取支部副支部長 

 西島 達夫 北海道アイヌ協会平取支部副支部長 

次 第 １．開会 

 ２．挨拶 

 ３．平取ダム地域文化保全対策検討会設置要領（案）について 【資料－１】 

 ４．審議  地域文化に係る調査・検討について 【資料－２】 

 ５．報告事項 

   地域文化調査の概要について 

  １）平成２４年度調査の報告  【参考資料１】 

  ２）平成２５年度調査の計画        【参考資料２】 

 ６．閉会 

 

配布資料：資料－１ 平取ダム地域文化保全対策検討会設置要領（案） 

 資料－２ 地域文化に係る調査・検討について 

 参考資料－１ 平成２４年度調査成果報告 

 参考資料－２ 平成２５年度調査作業年間基本計画 
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１．開 会 

 

事務局：それでは、定刻になりましたので、ただいまから、第１４回平取ダム地域文化保

全対策検討会を始めさせていただきたいと思います。 

 私、本検討会の事務局をしております沙流川ダム建設事務所の副長をしております髙橋

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本検討会に先立ちまして、一言申しあげます。 

 すでに皆さんご存知と思いますが、この検討会で座長でした辻井達一先生が本年１月１

５日にお亡くなりになりました。これまで平取ダム地区におけるアイヌ文化保全対策をは

じめ国内外での湿原研究、保全活動にご尽力してこられた辻井先生のご冥福を祈りまして

一分間の黙祷を捧げたいと思います。会場の皆様もご起立をお願いいたします。 

それでは黙祷。ありがとうございました。ご着席願います。 

 それでは、議事に入ります前に、会場の皆様にお願い申しあげます。 

 会場の皆様には平取ダム地域文化保全対策検討会の公開についてと題したペーパーを配

布させていただいております。 

 傍聴、取材につきましては、議事進行の妨げにならないよう静粛にしていただきますと

ともに、携帯電話につきましては、電話をお切りになるか、マナーモードに設定していた

だくようお願いいたします。 

 また、円滑な運営を図るため、フラッシュ、照明等を用いた撮影は冒頭のあいさつまで

とさせていただきます。皆様のご協力をお願いいたします。 

 なお、事務局では、本検討会の記録のため、録音、撮影を行いますことをご了承願いま

す。 

 続きまして、資料の確認をさせていただきます。 

 お手持ちの資料は、まず議事次第でございます。続きまして、資料－１として、平取ダ

ム地域文化保全対策検討会設置要領（案）でございます。資料－２として、地域文化に係

る調査・検討について、続きまして参考資料１として、２０１２（平成２４）年度調査成

果報告、参考資料２として、２０１３（平成２５）年度調査作業基本計画となります。 

 資料の方はよろしいでしょうか。 

 

２．挨 拶 

 

事務局：それでは、議事に先立ちまして、沙流川ダム建設事業所長の横濱より、挨拶いた

します。 

 

横濱所長：皆さん、こんにちは。 

本日は、大変お忙しい中、お集まりいただきまして、ありがとうございます。 
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 今年度の７月に入りまして、蒸し暑い日が多くなっていることでございます。今後、急

激な気温や降雨の変化が気になるところでございますが、幸い、作物の生育に関しては順

調と聞いております。今年も豊作、豊穣を願うところでございます。 

さて本題でございますが、平取ダム事業用地周辺の地域文化保全という重要な調査検討

を平成１８年から進めてきておりまして、本検討会も今回で１４回目を数えることになり

ました。これまでも様々な調査を行いつつ、記録、行為、場という保全対策の検討や試行

という形で進めてきておりますが、平取ダムにつきましては皆様ご承知のとおりダム検証

の結果、平成２５年の１月に国土交通大臣による継続の対応方針が決定されたところでご

ざいます。この決定を受けまして、ダム本体の本格的着工に対応すべく、平成２５年度に

はこのアイヌ文化保全対策について、これまでの調査、検討の蓄積をふまえた中間的なと

りまとめを行いたいと考えております。 

本日につきましては、平成２４年度につきましても様々な調査を実施しておりまして、

それらを報告させていただきまして、また、これまでの成果や報告において不足している

ようなところを補うような取り組みとして、今年度の調査、検討内容を説明したいと考え

ております。 

委員の皆様におかれましては、地域文化保全にあたって保全対策に関する活発なご審議、

ご議論をいただきまして、より良いアイヌ文化の保全対策にまとめあげていきたいと考え

ておりますので、本日はよろしくお願いいたします。 

簡単ですが、挨拶とさせていただきます。 

 

３．平取ダム地域文化保全対策検討会設置要領（案）について【資料－１】 

 

事務局：それでは、平取ダム地域文化保全対策検討会設置要領（案）についてに入ります。 

 お手元の資料１をごらんください。 

 主な変更点をご説明いたします。第３条の検討会の構成についてですが、一部変更がご

ざいます。資料の裏面に、別紙１として今年度の検討会委員名簿を掲載しておりますので、

ご覧ください。委員につきましては、松本周次教育長が検討会委員に加わりましたので、

ご報告いたします。委員の委嘱期間は、平成２６年３月３１日までとしております。 

 今、ご説明しました検討会設置要領（案）について委員の方々からご質問やご意見がご

ざいましたらお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

 

（委員 異議無し） 

 

事務局：ありがとうございました。 

それでは、本日の案をとりまして、本検討会の設置要領といたします。 
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 また、昨年度に開催いたしました第１３回平取ダム地域文化保全対策検討会の議事要旨

につきましては、室蘭開発建設部のホームページに掲載されておりますことを報告いたし

ます。 

 続きまして、座長の選出に移ります。 

 検討会の座長は、検討会設置要領第４条第２項で、委員が互選すると定められておりま

す。ついては、委員の皆様から座長のご推薦、自薦をいただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

 

●：座長につきましては、常本委員にお願いしたいと思います。 

 

事務局：ただいま、常本委員のご推薦をいただきました。ほかにご推薦する方、または自

薦はございますでしょうか。 

 

（委員 異議無し） 

 

事務局：それでは、常本委員を座長にお願いするということでよろしいでしょうか。 

 

（委員 異議無し） 

 

事務局：ありがとうございました。 

 それでは、委員の皆さんのご賛同をいただきまして、常本委員に座長をお願いいたしま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 常本委員におかれましては、恐れ入りますが、座長席の方へご移動をお願いします。 

 

事務局：それでは、早速ですが、座長にご就任いただきました常本委員にご挨拶を頂戴し

たいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

座長：ただいま座長を仰せつかりました常本でございます。 

 まったく、こういう任に堪えない者でございますが、辻井先生のピンチヒッターとして

務めさせていただきますので、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 

事務局：それでは、これより、常本座長に進行をお願いしたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

 

４．審 議 地域文化に係る調査・検討について【資料－２】 
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座長：それでは、お手元の次第に沿って進めさせていただくこととなりますけれども、ま

ず最初に、審議ということで、地域文化に係る調査・検討について、を取り上げて検討を

行うことといたします。そして、続いて報告事項、５番目となりますが、地域文化調査の

概要について、ということで個々の地域文化調査の報告をいただくこととなっております。

そういうことで進めてもよろしゅうございますか。 

 それでは、さっそくそのように進めさせていただきますが、４番の審議ということでご

ざいます。地域文化に係る調査・検討について、事務局からご説明いただくことになろう

かと思います。 

 

＊事務局より、資料－２ 地域文化に係わる調査・検討について説明 

 

座長：ありがとうございました。 

 それでは今、事務局から説明がございました、地域文化に係る調査・検討について、委

員の皆様からご意見・ご質問を頂戴したいと思います。いかがでございましょうか。 

 

●：それでは一点だけ、おうかがいしたいと思います。２５年度の調査・検討内容につい

てわかりましたが、額平川以外のところ下流部分での調査も実施するということでござい

ますけれども、どんな調査が行われているのか、わかる範囲でお願いしたいと思います。 

 

事務局：下流の河道掘削による影響調査についてですが、アイヌ語地名の調査ですとか、

アイヌ文化に関連してどういった植物があるのか、また掘削による影響、そういったとこ

ろを調査していく予定です。 

 

座長：よろしいでしょうか。ほかにいかがでしょうか。 

 ２５年度調査・検討につきまして、全体の見通し、とりわけカムイワッカの保全対策に

関する事柄等々、今年度の検討会での審議内容の予定について等々、全体のご提示があっ

たわけですけれども、こういう形で進めることでよろしゅうございますか。 

 

●：３ページ目のところに書いてある、３番目の地域文化に係る保全対策の規模・時期等

の検討について、これについては、かなり踏み込んだ話になってくると思うのですが、そ

れは調査室で案を作成し、それを検討会で審議することになるのかどうかを訊きたいので

すが。 

 

座長：これについて、いかがでしょうか。 

 

事務局：それにつきましては○○さんからお話のありましたとおり、調査室と我々で検討
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を重ねながら検討会でご審議いただくことになろうかと思います。 

 

座長：よろしゅうございますか。ほかにございますか。 

 

（委員 異議無し） 

 

座長：それでは、この件につきましては、以上とさせていただきまして、引き続き、５番

目の報告事項に進ませていただきます。 

 

５．報告事項 

 

座長：地域文化調査の概要についてそれぞれご報告いただくことになりますが、まず分野

ごとの平成２４年度の調査結果報告、そして２５年度の調査計画について、この順で進め

てまいりたいと思います。 

 まず調査業務の概要について、平取町アイヌ文化環境保全調査室からご説明をお願いい

たします。 

 

＊調査室作業主任並びに調査室各担当者より、「精神文化の保全対策に関する調査」につ

いて、平成２４年度調査の報告、平成２５年度調査の計画を説明 

 

座長：はい、ありがとうございました。ただいま精神文化保全対策に関する２４年度の報

告、２５年度の計画についてお話をいただきました。では、これについて委員の皆様から

ご質問ご意見等を頂戴したいと思います。いかがでございましょうか。 

 

座長：これはまったく素人の質問になりますが、先ほど、儀式の所作等に関する記録のご

紹介もござましたけれども、これは例えば財団等でもこういうものを一部作っておられま

すよね。やはりああいうもので記録されているものとこの地域の中の違い、独自のものが

記録として残っている、残せているとお考えですか。 

 

調査室：地理的な違いはもちろんあります。それから状況の違いといいますか、何ゆえに

その祈りをするのか、そのことをされる側の人、事が基本になって、いろんな結果が生ま

れてくるのだろうと思います。もちろん対象となる場所のこともあるので、いまの場合、

ほかに例がない。先行するいろんな事例、文献もあれば、おっしゃるように推進機構で一

般的にはこういうふうにやるのだろうということでマニュアル化されているものもありま

す。それらも参考にはしておりますけれども、先ほど申しあげた条件の違いで、自分たち

で一歩一歩選択しながら場を作っていっているという状況です。調査室としてはそれをサ



 - 7 -

ポートさせていただいているというところです。 

 

座長：ありがとうございます。あと、ほかに委員の皆様、いかがでございましょうか。 

 精神文化に関する保全対策の件につきましては、以上でよろしゅうございますか。 

 

（委員 異議無し） 

 

座長：ありがとうございます。では続きまして、生物の生存環境現地調査につきまして、

ご説明をお願いいたします。 

 

＊調査室作業主任並びに調査室各担当者より、「生物の生存環境現地調査」について、平

成２４年度調査の報告、平成２５年度調査の計画を説明 

 

座長：ただいま、生物の生存環境現地調査について、昨年度の報告、そして今年度の計画

について、お話がございました。それについて、委員の皆様からご質問・ご意見を頂戴し

たいと思います。いかがでございましょうか。 

 

●：１つだけ聞きたいんですが、このまえ調査室の畑の木がかなり大きくなっていたので、

もう植えられるのではないかと思ったんですが、あれはＳ－０５に移す予定なんですか。

それともほかに候補地があるんですか。 

 

調査室：それは移す予定になっています。 

 

座長：それでは、続きまして川洲畑現地調査について、ご説明をお願いします。 

 

＊調査室作業主任並びに調査室各担当者より、「生活文化現地調査－川洲畑現地調査」に

ついて、平成２４年度調査の報告、平成２５年度調査の計画を説明 

 

座長：ありがとうございました。それでは、これまでのご報告に対して、ご質問・ご意見

を頂戴したいと思います。いかがでしょうか。 

 

●：先ほどの説明で二風谷地区でアライグマの被害を受けたとおっしゃっていましたが、

シカと並んでアライグマは今かなりの有害獣になっていると思いますが、調査室ではおお

まかでもアライグマの生息圏はわかりますか。芽生地区にもいますか。 

 

調査室：芽生地区では確認されてはいません。二風谷の雑穀畑では捕獲しています。 
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●：作物だけでなく生態系にもいろいろな影響を与えていると思います。正確でなくても

このへんまでは確認できますというくらいでいいので、できれば聞き取りでも調べて押さ

えておいたほうがよいと思います。 

 

調査室：わかりました。聞き取りを行いたいと思います。 

 

座長：ありがとうございました。食文化の試行レシピについて使いやすいように半ページ

だけ印刷をしてという話がございましたが、調査室のほかの方にも使ってもらえるような

形で提供するようなことはされているか、あるいはその方法とかはおありなんでしょうか。 

 

調査室：アイヌ文化情報センターにも半ページだけのものを展示してあります。もしご要

望があれば、お渡しすることはできると思います。自分たちも家で試したりしています。 

 

座長：調査結果のなかで一般に提供できるものについては何らかの形で広い活用を考えて

いってもいいのではないかと思っているところです。ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。よろしゅうございますか。 

 

（委員 異議無し） 

 

座長：それでは、続いて伝統的漁法についての調査について、ご報告・ご説明をお願いし

ます。 

 

＊調査室作業主任並びに調査室各担当者より、「生活文化現地調査－伝統的漁法について

の調査」について、平成２４年度調査の報告、平成２５年度調査の計画を説明 

 

座長：ありがとうございます。それでは、ただいまのお話について、ご質問・ご意見を頂

戴したいと思います。 

 先ほどのご報告の中で、水生生物の生息域を増やすということを目的として作業を続け

ておられるというお話がございましたけれども、ざっくりとした話で申し訳ないのですが、

現時点で生息域を増やすということについては、目的達成の見通しみたいなものは得られ

ているのでしょうか。 

 

調査室：２００３年の大洪水で川原が荒れ果てて、魚が隠れる場所がなくなっている。そ

のために梁を組んだり流し工を組んで、魚が休める場所をつくったら、魚が増えるのでは

ないかということで試行しています。 
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座長：ありがとうございます。 

 

●：いま説明を受けた魚が生息しやすい場所ということはわかったんですが、ダムの下流

も調査をするということなので、魚の移動ということについて二風谷ダムも頭首工も含め

て一度検証するということはあるのでしょうか。 

 

調査室：調査室としては、基本は流域全体を視野に入れていきたいと思っていますから当

然課題にしたいところですが、ただ実際の調査の仕事のほうは、範囲を絞りながらという

ことが基本となっていますので、その兼ね合いを考えながら取り組んでいきたいと思って

います。先ほどの環境の整備のほうは試験的にやっていることでして、ここは市民が取り

組む、あるいは川全体で環境整備をとか、いろいろな機関が進めていくということで、確

実に進む効果がある方法ではないかと思います。視野としては広く取り組んでいきたいと

ころです。 

 

●：ぜひそういう視点でやっていただきたい。 

 

座長：ありがとうございます。ほかによろしゅうございましょうか。 

 

（委員 異議無し） 

 

座長：それでは続きまして、地域文化保全対策調査について、ご説明をお願いします。 

 

＊調査室作業主任並びに調査室各担当者より、「地域文化保全対策調査」について、平成

２４年度調査の報告、平成２５年度調査の計画を説明 

 

座長：ありがとうございました。それではただいまの地域文化保全対策調査について委員

の皆様から質問・意見等をお願いします。 

 

座長：一番最後にお話のあった地域の中での広がり、要するに調査結果をどう発信してい

くかということですが、地域の外への広がりについては、どうお考えですか。もちろん、

これまでも私どもの大学も含めて、いろいろな機会をとらえて調査成果についてのお話を

していただいているわけですが、それをシステム化、あるいは恒常化して発信していくよ

うなことについてお考えがもしあれば。 

 

調査室：検討会が行われますと○○さんから必ずお話があって、それを励みに、一歩一歩
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広げてきています。貫気別小学校での取り組みはやはり額平川筋の取り組みとして重視し

ていまして、地域で育つ者には少なくともこれくらいのアイヌ文化に関する知識は勉強と

いうか、標準的なところをしっかりとこの機会に作っていって、そういう学ぶ機会のなか

った世代の方々にも広げていく。その過程において作っていったものについては、町外、

道外、国外を問わず躊躇しないで、そういう機会をおつくりいただければ、チャレンジし

ていきたいと思っているところです。 

 

座長：もちろん教育関係、文化関係だけでなく、すでに食文化のマニュアルにせよ、ある

いは伝統漁法にせよ、そういうものの活用は図られるべきと思うのですが、町外において

はそういう宝の存在も知られていないわけで、存在そのものをどう知らせていくのかとい

うこともご検討いただく必要があるのかなという感じはしています。 

 

調査室：基本的には躊躇しないで案内していこうと思うときもあります。これまでは内容

をもう少ししっかりとしたものにしていこうと考えていて、積極的にというところについ

てはちょっとためらいがあったのですが、機会があればご活用いただければと思います。 

 

座長：ありがとうございます。大変心強いご回答をいただきました。 

ほかにいかがでしょうか。 

 

●：先ほど、魚の棲む場所、棲みやすい環境という話が出ておりました。いまは沙流川下

流で河道掘削が現実として行われています。沙流川下流のみではなく、例えば額平川では、

カムイワッカ云々について盛んに論じられてきました。私たちにも大変貴重な水ですが、

山の動物には豊かな森が必要で、魚類にとってはきれいな水、豊かな水、何より私たちが

おいしい水を求めることになります。これから河道掘削が進んでいくと思いますが、魚が

川に遡上してきて産卵する、繁殖する。川の流域にはどこにも湧き水があるわけではない。

湧き水の場所では魚がほんとに安心して生息をしていける、子孫繁栄のために産卵するこ

とができる。その河床をどういうふうに守っていくのか。河道掘削あるいは河川工事で、

湧き水など魚にとって最も大事なところをコンクリートで固めるようなことはぜひ避けて

いただきたいと私は思います。 

 

座長：ありがとうございます。大変貴重なご意見として承っておきたいと思います。 

 では時間も進んでおりますので、続きまして、有用植物移植試験及びモニタリング調査

についてご説明をお願いします。 

 

＊調査室作業主任並びに調査室各担当者より、「有用植物移植試験及びモニタリング調査」

について、平成２４年度調査の報告、平成２５年度調査の計画を説明 
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●：木を移植する場合、Ｓ－０５は基本的に見せる、植物園的な場所になっているので、

できればオヒョウとかは、活用するのに取りやすい場所、繁ったら取って使いやすい場所

があれば、そういう場所に移植してほしい。 

 

座長：ご要望についてコメントがあれば。 

 

調査室）：平取ダム事業用地で常時満水位以上のところにかなり移植できる場所があるの

で、室蘭開発建設部と協議して、できるだけ植えていきたいと思います。 

 

座長：ほかにいかがでしょうか。よろしゅうございますでしょうか。 

 

（委員 異議無し） 

 

座長：それでは、最後になりますが、平取ダムに関連した調査ということには直ちにはな

りませんが、河川で実施する河道掘削の影響についての調査も、調査室からご説明がある

ということでございます。 

 

＊調査室作業主任並びに調査室各担当者より、「沙流川河道掘削における事前調査」につ

いて、平成２５年度調査の計画を説明 

 

座長：ありがとうございました。 

 河道掘削に関するご説明のみならず、現在の調査全体に関わる総括的なご発言もござい

ましたけれども、委員の皆様から何かご発言はございますでしょうか。 

 二風谷ダム判決で謳われているアイヌ民族の文化に対する最大限の配慮をふまえた調査、

そして国連宣言で謳われているFPIC原則にもとづいた調査というものが重要であるという

のがご指摘の通りで、現在、その調査が基礎調査の段階から次の保全のステージに進んで

いるというお話がございました。その保全のステージに係る調査室の調査がそれらの原則

にもとづいた十分なものになるということが望まれているわけです。併せて、その調査結

果が先ほど私が申しあげた、国内における人々の活用に供する発信ということに止まらず、

国際的・海外に向けた発信も行うのだという力強い宣言もあったというふうに受け取って

おります。 

 委員の皆様よろしいでしょうか。 

 

（委員 異議無し） 
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座長：それでは、時間も過ぎていますので、調査室の皆様、大変ありがとうございました。 

 それでは、本日の報告、そしてそれについて委員の皆様からいただいたコメントをふま

えて、今後の調査・検討を進めていただきたいと考えております。本日の用意されており

ます議題は、これですべて終了でございますので、今後の進行については事務局にお返し

をいたします。 

 

 

６．閉  会 

 

事務局：常本先生ありがとうございました。事務局といたしましても本日の議論を踏まえ

まして今後とも委員の皆様方に意見・ご指導をいただきながら調査・検討を進めてまいり

たいと思いますので、引き続き委員の皆様方よろしくお願いいたします。 

 本日の資料につきましては、室蘭開発建設部のホームページに掲載する予定です。 

 それではこれを持ちまして第１４回平取ダム地域文化保全対策検討会を閉会いたします。

本日は長時間どうもありがとうございました。 


